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W52a すざく衛星搭載PIN型シリコン検出器の軌道上較正及び性能評価
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本年 7月に打ち上げられた「すざく衛星」に搭載された硬X線検出器 (HXD)は、10-600 keVという広いエネ
ルギー帯域をカバーし、特に 10-300 keVの帯域ではこれまでにない低バックグラウンドを活かして高感度の観測
を行う。HXDの主検出部は、10-60 keVを担当する 2 mm厚のシリコン PINダイオード検出器と、40 keV以上
を担当するGSO検出器で構成される。本講演では、PIN検出器を中心に、HXDの軌道上での性能とエネルギー
応答関数の現状について報告する。
　これまでに「すざく」衛星は 50を越える天体の観測を行っており、我々検出器チームは現在これらの軌道上
データを用いて、HXDの較正を進めている。PIN検出器のゲインに関しては、地上較正試験では 20 keV以下の
測定が困難であったために不定性が残されている。この結果、特に 15 keV以下の帯域で観測天体のスペクトルを
正確に評価することが難しかった。そこで、我々はGSO検出器に由来する放射性元素である Gdの特性 X線の
ピークと較正天体の１つであるかに星雲そのもののデータを用いて、軌道上のゲインを再決定し、地上較正試験
で得られたデータとも矛盾のないことを確認した。この結果、現在までにかに星雲のスペクトルを 5% の精度で
再現できている。また、暫定的な解析ではあるが、Gdのピークを用いてエネルギー分解能を求めたところ平均で
3.2 keV(FWHM)を達成していることがわかった。本講演ではこの他に、上空での PIN検出器の振る舞い、特に
ライトカーブの変動についても簡単に報告する予定である。


